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健馳懲悪されると今まで無料､また低額であったのが､食酢科目の設

定で自己負担机増額しま九これに反対する乱市民の昏執こ署名や募金を､

お原臥lLました｡

1 0月3日に三越まえTe､道いく人に呼びかけました, (あすなろ会7名参加)

あすなろ会の会員の人も-多数の人が郵をで署名を送って下さいました

募金もしてくださいまして､有り難うございまれ

1 9　9　3年　=署弓宅数　8　3　4名

穀≧重責　4　9　0　0　0Pヨ

表葺テ己金1 7 1 5　0円(35%)

●-　1994年4月未迄

今年の署名､募金を､お願いしていま+.用紙を同封しまも

捺印については､硝監･サイン､でもいいで丸軌こあすなろと記入して

下さい｡

お願いが遅くなりすみません　署名募金の2 0 %が拓会に還元されますo

署名が1 0人まとまらなくてもいいで九

くり返し訴えて行く事が大瓶皆さん頑張りましょうo

募釦)送金先(通信欄に｢国会滴海募金｣と明記して下さい｡ )

郵便振替　番号　′j博8-19713

名義　j扮転達的商連
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2　0周年言己忠志碩才子します

あすなろ会は昭和4 8年1 1月に結成され2 0年余がたちました｡

昨年から編集その他､少ない人数で作業を進めてきました｡

紬､総会には皆さんに､お渡し出来る予定です｡

皆さんの原稿を1 0日までに､届けて下さいますとー掲載できますのでー

お待ちしています｡

送り先　利腐市中央区南4条西1 0丁目]Ej転萱難病センター

あすなろ会　　　　　●

本は一部　950円　(発送料含む)

鵬≧空費と共石こ送蛋≧ L/て下さ1, ヽ

勾三会萱萱2　4　0　0円

言己宏三二喜志　　9　5　0円　合音十3　3　5　0P∃

会費のみ　2400円　記念誌のみ　950円

1 1月1 4日､　1 5日全巨扶≦旨さこ参かロ

1 1月1 4日利腕､あらしの中､細東京え､霞が関の国会え

請酢モをしてきましたj脚まT托磯路きり､それぞ附のぼり｣を●

たてシュプレヒニーるをしながら厚生貰え7 8万人の署名を届けました｡

多学監巨巨醇†ヒ尭E友の賊プく重き

今年度は弔或5年1 1月2 8日に多発性醇化定友の会力等短気され大会が開催さ

されました｡お目でとうございます｡あすなろ会昌の中から3 5名が移籍しました

田中士郎さんが会員になりました｡

あすなろ会でも､会報その他､括琵されましたので淋しい感じですが､

多発性財嘘≡友の会でのご活碇を祈念いたします｡

あすなろ会より､儲会良､深沢が萎緋ロしました｡
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クリスマスノヾ-ティ　(iL脛支瓢)

エンペラーで12月19日の日曜日に､コンサート､チャリティオクシヨン､

お楽しみ拍畳会等､楽しく過ごしました｡

あすなろ会参加　5名　(1名知育)

来l干桧　俸孝邑蜘巨rヒ鉱の会と共石こ)

平成6年1月23日　(日) 11時より　雄編連で3階会議室

新年会をしました.賑やかに､ビンゴゲームで楽しんで､多発性癖†蛎友の会

の方たちと共に交流を深めました｡

あすなろ会　6名　出席しました｡

新会員のー坂本さんが写真を写してくれました｡



三戸成6年の糸絵(あすなろ会)

平成6年6月1 8日　:旧毎通難病センター

1 1時より

市外からの方はー交通日半額負担します｡

くわしくは､次回の会報で､お知らせします｡

美醜支プく≦きるこ妻宗か口して

1993年12月5日　葵脚1センター

大雪の降る中一美唄にでかけて､お祝いしてきました｡

支部長が｢あすなろ会｣の東海休さんですので､一言織､を申しあげました

患者会はこれからも､大変な事もあると､おもいますが発展と-ご両署を祈念

いたします｡

今科ポ如く多く､お米が豊作だと感じました｡

葵陸のチャリテ-ノヾザ-を∃乙伝t･ ､
ま　L-r二

3月5日､ 6日､に難病センターを全部使用して､チャリティバザーが

ありました｡多数の人が押しかけて､大盛況でしたo

不景気の中なので売上が〔涌己でしたが､皆さん頑張って昨年を､上回る

売上が有りました｡ほっとしましたo

あすなろ会　参加1名

●
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この会員インタビューは､私､上谷が行っておりましたが､近々､多

発性硬化症の患者会が発足され､私もそちらの方に移ることになり､私

の担当は今回をもって最後となりました｡他の多発性硬イヒ症の患者さん

方も､この号でFあすなろ』ともお別れということで､今回は多発性硬

化症の方にお頗いしようということになり､士幌町の荒井　薫さんにご

登場顧いましたC

㊤　自己紹介をお願いします｡

荒井- ･荒井　薫(42歳) ｡士幌町在住(帯広から革で45分) 0

士幌町立病院勤務｡発病は昭和6 1年9月ですD

㊤　入会のきっかけは?

荒井･ - 6 2年春､小学校の養護の先生が､ ｢難病なんだって?難病

蓮というのかあるから､そこで少しみんなの力にIj:ってやり

なよ｡ ｣の一言で入会しました｡

(能力不足でごめんなさい｡ )

㊤　荒井さんは看護婦さんでしたよね?

荒井･ ･ ･今は医事係です｡

㊤　それは､発病後ですか?

79れ/



荒井･ ･ ･いいえ｡病気とは関係ありません｡

㊤　医療の現場にいる荒井さんが､この病名を知るきっかけとなったの

は､どういうことですか?

荒井- ･ハイキングへ行った翌日､左下肢激痛と歩行不能､靴を履く

楼能も失っていたんです｡今思い返してみれば､ 1 7歳から

3年間近くは､夏になると腰痛と麻痩感があり､冬は外出時

の右足痛と､歩行困真相{あり､レントゲンを:撮ったけれど､

骨には異常がありませんでしたC　そこで､けん引したら両下

肢の知覚異常が現れ､歩行できず､這って帰ったことかあり

ますo

その後､ MSと関係あるかどうかわかりませんが､排尿､排

便の異常､脊髄痛など･ ･ ･がありました｡

発病と同時に､左下肢は肉の塊となり､操作不能､脊椎の宿

み､右上肢の運動障書が出て､床につくと自分では体を動か

すこともできず､夫に動かしてもらいました｡動き出すと､

痛みさえ我慢すれば仕事はできました｡ (仕事は休める状態

ではなかったので･ ･ ･)

注射､薬､温･冷湿布も､何も効きませんでした｡薬局で皮

内針を買い､自分でうって痛みを緩和した状態が数E]続いた

その後､神経内科の先生と巡り逢い､ 6 1年診断が下りまし

た｡それを開いたときは､ ｢癌より怖い病気だな｣と､頭を

ハンマーで打たれた思いでした｡

増悪と寛解を繰り返し､現在に至っています｡ (プレドニン

は3年間服用しております｡ )

∈〉　それでは､荒井さんの趣味は何ですか?
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荒井･ I ･趣味は･ ･ ･編物､コーラス､お酒?と占いです｡

㊤　私も歌が好きですが､コーラスを始めたきっかけは発声の訓旗の為

とか?

荒井･ ･ ･はい｡だいたい私の趣味は､病状の回復が目的でして- ･ ･.

前に声が出なくなったことがあって､それがきっかけです｡

● ㊤では､最近感動したことや､本があったら教えてくださいo

荒井･ -立ち読んだ本の中にF自分に大切なものでも､他人には屑だj

Fお金は残さずに使う･ I ･jlという文が目に入り､これは

頑にインプットしておこうと思いましたC

最近はいかにして健康に近づこうと考え､努力しております｡

㊤　荒井さんのお話しをお伺いしていると､いつも視線を前に向けてい

る姿勢を感じ､とても清々しい気持ちになります｡

では､その荒井さんからあすなろ会の皆さんにメッセージをお願い

します｡

●　荒井- ･短い間でしたか､色々な方々のお話しを伺えて､嬉しく思-

ています｡また､仕事と立場が逆になり考えさせられること

ばかりでした｡私が今考えていることは､ F健康｣という2

字です｡以前は病気を治すことばかりを考え､多くの医学書

を読み､新しい医療に関心をもっていました｡でも､平成2

年に富士村　寿さんという方にお会いしてからは､ -歩でも

健康に近づこうと考え努力し始めました｡でも､医療に頼る

ほうがとても楽で､責任は無く､簡単にF病気j　という2字

に逃げることができ､藁を飲んで安心する｡安心できる｡健
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康には藁も何も無い､結果もはっきり得られないけれど｢近

頃元気になったね｣ ｢充色いいね｣という声が聞かれるとき､

健康を感じますC像東とは､さりげないたよりの無いもの､

失って初めて大切さが分かる｡だから私も毎日の生活に気を

罷っています.健康とは､攻抗力が正常に働いている状凱

旋内細菌等がうまく働いている状態をいいますo (罰吾は解っ

ても内容は兼しい)

みんなが手軽にできる健康法とは､睡眠は1 2時3 0分前に

熟睡の状態ができていること｡水分を取ること｡せめて単軌

寝る前にコップ一杯の水を飲むことC野菜を食べること｡特

に､毎日緑黄色野菜を食べることo食事は腹八分目o糖分､

塩分にも少々気を罷るロ(実行はちょい､兼しいo )

急性期､増悪時は別として､何でもハイ-イと先生の話を

掛､て薬を飲んでいては､病気に勝つことはできないのでは

ないでしょうか?何事にも疑問をもって､興味をもって生活

をしてみてはどうでしょうQ医療は医業なので､患者が努力

しないでは健康は得られません｡ TVキャスターの逸見さん

か､癌と発表しましたが､それを話すことによって生まれて

くる費任感､がんばろうという努力､みんなが見ているとい

ぅ緊張感､隠すという力の-暗い心ではなく､明るく戦う

ぞ､という力強い行動が取れるのではないかと思います｡

(ガンバレ､逸見さん!)

最後に､あすなろ会の皆様には大変お世話になりました｡

また右会いしたと引ま声をかけて下さい｡ ｢変わりないよ｣

｢少し元気になったよ｣という声が閲かれると嬉しく思いま

す｡皆さんーお元気で｡ありがとうございました!

㊤　たくさんのメッセージ､ありがとうございましたoまた､荒井さん

が実行していらっしゃる健康法を具体的に教えて下さって､大変参
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考になりました.健康に対するお考えにも共通を感じました3

皆さんも毎日を絡一梱りましょうね⊃

ィンタビューに協力して下さいれた方々､読んで下さった方々､感謝

しています.今までお付き合い下さいましてどうも有り難うございまし払
信己　上谷　由樹絵)

潮見6年の絵(あすなろ%)

●　平成岬6月18日　漂セか

TT桝からの方は､交通目半額負担しま110

くわしくはー次回の金柑で､お知らせしまlo

三静子会長蔓の寿召介

噺家(下垂肘新鮮培)佐々プ仁∋戯(AL S)
脚Il鶴-稚ぐ下-多辻新　棟(ALS)
伊蔽弄己子株(卿翻醜抄傑駆病)
尭窺　笑子様(発き吐血葬脚病)

●　霊喜莞妄慧温
三三宅千領事ポ衆(空抱変性を伴う遠位型ミオパチ-)

奥田鄭貯木策(サルコトジス)
ーヒ山エイ梯(突発性難聴)

以上1 9 9 3年度の､新しい会員ですoよろしくお願いいたしま+o



多発噺ヒ症--は-し-友の会え

多軸塩の人は1 1月2柑絹地溺催しました
あすなろ会で今まで会鼻でしたの7?,この会動物

会費は多謝蜘こ入金して下さも1.

2 0周年記念吉は皆さんの事も掲載して有りますので,札大して

読んでくださもも

しl､

･亮,-
衡己
今年のあすなろ会は､大変忙しく過ぎました多くの動くありました

多発由鵬勤唱動しまし地i･新しも填巨さんも､増えました

荊病連結成2 0周弔改全道集会には､あすなろ金からも多数参加扮科会

3 0名)しましたそ叫蜘こ参加し､新年宴会も楽しも食でした

署名はご家船路して身近の人に- ､して下さL ヽ私た切取亮患者だけで

なく他か皆さんにも的係ある事ですのでよろしく劫軌､しま+.

信己　凍沢　幸子)

鉄人値働亮患者の会　昭軸時1月13日第領触可

利鹿市中央区南4条軌0丁目弗南センター内(51213233) BSK 248

発行人ゴ端物捻　細目玖美子
あすなろ66号(毎月1回10日- 1取叩円(会員は会費に含まれる)

●
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